
朝夕には肌寒い日が多くなり、季節が秋から冬へと移り変わろうとしています。

寒さを感じる日にも子ども達は、元気いっぱいに園庭へと駆け出し、友達を誘って、リレー

や鬼ごっこをしています。春には難しかった鉄棒や登り棒などにも挑戦したり、気持ちよさそ

うにブランコにのったりして、体をのびのびと動かして楽しんでいます。これからの寒さに負

けないよう、たくさん体を動かして、元気を蓄えていきたいと思います。

空気が乾燥し、気温が下がってくると様々な感染症が流行してきます。生活リズムを整えた

り、うがい・手洗いなど、予防をしながら、元気に気持ち良く過ごしていきましょう。

園通信
第 ５ ４ １ 号

Ｒ７．１１．１２

いさわこども園

「ひこうきだ！」 「ばいばーい！」

みかん②組(１歳児) 「高い空を飛ぶ飛行機を見つけました」



【みかん①組 保育日誌より】

お月見会でお月様の話を聞いた後で、はじめての小麦粉粘土し

て遊びました。一人一人に小麦粉粘土を渡すと、ちぎったり、

くっつけたりして笑顔を見せる子ども達。保育教諭がお団子を

作って見せると、まねてころころと作り始めました。指先の使

い方が上手になり、楽しい時間となりました。

お月見会
１０月７日（火）

【きいろ組】 お月見団子クッキングをしました。

各クラスでお月見会を行いました。

友達や保育教諭と一緒にお月見の雰囲気を楽

しみ、行事に参加することで由来を知る機会と

なりました。年齢に合わせて、月や収穫の秋

について話を聞きました。

１０月１５日（水） 交通安全教室
きいろ組（５歳児）を対象に交通安全教室を行いました。
園庭に設置した交差点や信号機を使って横断歩道の渡り方を確認し
ました。「最初はとまる」を合言葉に左右確認をします。友達と一緒だと
止まらずに横断歩道に出たり、下を向いたままという子もいました。何
度か繰り返すうちにわかっていった様子で、自信をもって横断していま
した。 終了後「小学校に行っても忘れません」と子ども達からの言葉
に嬉しく思いました。
お出かけの時にお家の方と一緒に信号を見て、横断歩道を歩いてみ
ましょう。

10月の
あしあと

みかん②

お月様やウサギ、だ５ススキが話の中に出てくると、興味をもってじーっとみ

ていた。ススキに触れて、そのふわふわした感触を楽しむこともできた。

ぺーぷさーとやぱねるしあたーでも月についての話を聞きました。いつも見て

いる月の変化に関心を持った様子です。

畑やタンんぼからし遊郭するいろいろな野菜や果物などの美桜供え物をじっ

くり見て、秋を感じました。

「気持ちいい」「もちもちしてる」と

団子の感触を楽しんでいた。「妹のほっ

ぺみたいにむちむち」という子もいた。

調理師が準備してくれた見本の月見団子

と自分の丸めた団子の大きさを比べ、小

さかったり、大きかったりすると微調整

する様子が年長児らしい姿と感じた。

【保育日誌より】

年２回の健康診断を実施しています。まごころ病院医師の八鍬先生の診察

を受けました。治療の必要な場合は早めに受診しましょう。

お医者さんから話しかけられ、嬉しそうに返事をする子ども達でした。研修

中のお医者さんが一緒に来てくれて、診察してくれました。

１０月１日（水) （３歳児、５歳児）
８日（水) （４歳児）

 １５日 (水) （０歳児、１歳児、２歳児）

児童健康診断

【ねらい】

・団子作りに使う食材を知る

・お月見団子作りを楽しむ。



気持ちの良い青空の下、秋の遠足に出かけ
ました。身近な場所に友達や保育教諭と一緒
歩いてみると、たくさんの発見をして、楽し
い遠足となりました。
お弁当など、準備して頂き、ありがとうご

ざいました。子ども達の様子を保育日誌より
紹介します。

４歳児(みどり組)

数日前から「あと〇回寝たら遠足だよね」と毎日友達と話
す子ども達。探検広場では、クヌギの帽子をたくさん見つけ
たり、大きなショウリョウバッタを見つけたりして、大喜び
する姿が見られた。園に戻り、お弁当は外で友達と誘いなが
ら、一緒にシートを敷いて食べた。自分のシートを敷いて食
べる準備を自分でできていて、成長を感じた。保育室に戻っ
たときに、「楽しかった」という言葉いっぱいで何よりうれ
しい姿だと思った。

３歳児(もも組)

登園時に「宝物入っているよ」と見せてくれた
のはお弁当だった。大切なものと喜ぶ姿が伝わっ
てきた。広場では、たくさんの昆虫やカエルを見
つけ大興奮であった。散歩バックの中に入れて
じっくり観察したり、広い原っぱを思いっきり走
り回ったりして楽しむことが出来た。園に戻って
お弁当をテラスで食べる。「外で食べるの最高」
という子もいた。あ弁当を開けると目を真ん丸に
して夢中で食べていた。会話も弾み大喜びであっ
た。特別な１日に、満足そうであった。

２歳児(あか組)

小学校の校庭の広場につくと喜んで走り
始め、のびのびと体を動かして遊ぶことが
出来た。カエルを見つけ捕まえたり、草花
を摘んだりと一人一人が好きな遊びを楽し
む様子が見られ良かった。帰ってきてから
はお待ちかねのお弁当。「おおきいおにぎ
り」と喜び、楽しそうな話声が聞こえてい
た。「遠足楽しかったね。また行こうね」
という子の言葉を聞き、遠足が楽しい時間
になったことが伝わる様子だった。

１歳児(みかん①組)

園舎西側の畦道へ、①②組一緒に散歩車で
向かう。散歩車からおりると、近くの草花を
摘み始める。たんぽぽの綿毛を見つけて「ふ
う～」と吹いたり、茎が長いシロツメクサを
取り、「見てー」と手を高く上げたりした。
少し傾斜になっている所を走り、満面の笑み
を見せていた。草の上に座り込んで花やはっ
ぱを摘んでうれしそうに見せてくれた。初め
ての遠足で、自然に触れたり、虫を見つけた
り、そして何よりいつもと違う場所をたくさ
ん歩いて楽しむことが出来た。

０歳児(みるく組)

園庭で探索などを楽しんだ。広い以上児園庭のフェンスま
でグングンと歩く子ども達。途中立ち止まったり、友達を追
いかけたりしながら楽しんで歩いていた。園に戻ってきたき
いろ組の子ども達にねこじゃらしや稲穂を見せてもらった。
たっぷりと歩行を楽しみ、充実した秋の遠足となった。

５歳児(きいろ組)

園舎西側の散歩では、夏の前に行った時とは違う風景や
草花になっていた。様々な花を摘んで花束のように作る
ことを楽しんだり、生き物を探して見つける喜びを感じ
たりして、思い思いに楽しんでいた。角塚古墳に向けて
出発すると、お弁当を食べる楽しみが力になり、疲れが
感じない子ども達だ。いよいよ、シートを広げてお弁当
を食べる。「おいしい」と友達と一緒に話をしながら、
外で食べる嬉しさを感じていた。帰り道、「やっぱり遠
足って楽しい」と満足そうな様子だ。

秋の遠足
１０月１０日（金）

あか組（２歳児）
「カエル見つけちゃった！」

みかん①②組（１歳児）
「ようい、ドン」遠足楽しいね！

みどり組（４歳児）お弁当、最高！「おいしいよー」

きいろ組（５歳児）角塚古墳にて



畑の活動  10/ 20(月) さつまいもを掘りました ５歳児【きいろ組】
５月に植えたサツマイモがどのくらい成長しているか、子ども達はわくわくした様子でした。

はじめにツルの根元の方を持ち、強く引っ張りました。何度かしりもちをつく子もいましたが、それで
も楽しそうに一生懸命に引っ張りました。見ている子ども達も自然と「がんばれー！」と応援する声が聞
こえてきました。
いよいよ、さつまいもを掘ります。収穫するたびに「見てー」と笑顔でさつまいもを見せてくれる子ど

も達。「ここにもあるかな？」「またあるんじゃない！？」と宝探しのように友達と一緒に掘って楽しみ
ました。初めてのことにちょっと不安そうな子もいて「畑に植えたサツマイモ、どの位大きくなったかだ
けでも、見に行こう」と誘いました。畑に行き、実際にサツマイモ掘りをしてみると、友達の様子を見な
がら自分でツルを引っ張り、さつまいもを見つけることが出来ました。みんなで参加することができてよ
かったです。

１０月22日（水） 歯科検診（３、４、５歳児）
さくらば歯科医院の櫻庭先生による歯科検診を受けました。６月の検診後
に治療を終えたお子さんもいました。この検診の結果をご覧いただき、治療
の必要なお子さんは早めの受診をおすすめします。
シーラントの塗布をすすめられておりますので、
かかりつけの歯科医院にご相談ください。

１０月２８日（火）３０日（木）

裸足保育実態調査（３,４,５歳児）
４月から園内や園庭で裸足でたくさん遊んだ子ども達の一人一人の成長の

記録を取りました。
黒くなった足を洗ってもらうと、くすぐったい様子を見せながら、タオル

を使って自分で丁寧に拭き取る姿に成長を感じました。

勤労感謝の日にちなんで、毎日お仕事をしてくだ
さっている方々に感謝の気持ちを届けます。
１０月の検診の時に、まごころ病院の八鍬先生と、

さくらぱ歯科医院の櫻庭先生に、きいろ組の子ども
達が作った壁掛けをプレゼントしました。

お知らせ
１１月１１日（火）には、きいろ組の子ども達が防火パ

レードと職場感謝訪問を実施し、近隣の施設を回り、防火と
感謝の気持ちを伝えました。

おしごと
ありがとう
ございます



保健の話 もも組、みどり組、きいろ組で本園看護師によるを聞きました。
年齢に合わせて、今の時期に必要なことを聞きました。

９/９（火）きいろ組
〇暑い時期の適切な服装
・汗をかいたらどうして着替える
のか？
↓

・あせもがとびひになったりする
〇水分補給の大切さ
・体の中の水分が減ると
どうなるのか？

９/１７（水）もも組
☆うがいの種類や仕方
ガラガラうがいは、慣れない子

もいたので、これから練習をして
いきたい。
〇ブクブクうがいについて
〇ガラガラうがいについて

９/３０（火）みどり組
☆歯磨きについて
・虫歯になりやすい食べ物につい
て
・歯磨きの仕方について

※以上児の廊下に、身近なお菓子
、飲み物に入っいてる糖分につい
て、展示してあります。ご覧くだ
さい。
いろはすの味付きに糖分が含ま

れていることにびっくりしました
。

今年はインフルエンザが早くから流行しています。

インフルエンザはもしも罹った場合、予防接種を受

けていると症状の重症化を防ぎます。 また、十分な

睡眠や食事は感染予防に有効です。家族みんなで

気をつけましょう。

園ではこれまで同様に、手洗い、うがい、こまめな

換気などを徹底して予防に努めていきたいと考えて

おります。

インフルエンザ予防接種

予防接種の実施状況を把握したいと思いま

すので、接種された際は担任にお知らせ下さい。

お知らせ

「もしもの時、園児の安全を守るために、備えておいて、使って
ください」とお話しいただきました。

おねがい

熊の目撃情報が続き、おがスマでも毎日のようにお知らせしておりま
す。こども園近隣でも、いつ出没するかわからない状況です。
１そんな中で、１０月２３日に、
泰八林業 社長 菅原竜太様より、

熊スプレーとゴーグルと軍手などを頂戴しました。
「もしもの時、園児の安全を守るために、備えておいて、使ってくださ
い」とお話しいただきました。
現在、事務室内の玄関前に置いております。
ありがとうこざいました。

いさわこども園 熊対策について
各地で頻繁に熊が目撃され、熊の被害が多発しております。愛宕保育園の園庭にも熊が侵入して
おり、当園やその近隣においいてもいつ熊が出没してもおかしくない状況にあります。
いざという時の熊対策を下記のとおりに実施しております。

【熊対策の内容】
1. 登降園の時間以外は門扉を閉める。
2. 登降園時は、外に向けて音楽を流す。
3. 熊が冬眠に入るまでは、散歩を避ける。
4. 日没後に退勤する職員は、携帯や懐中電灯の明
かりをつけて車まで移動する。

   なるべく一人ではなく、複数で退勤する。

【熊が出没した場合は】
1. 見かけたら、すぐに園内放送で知らせる。
2. 事務室職員は警察や市役所等関係機関に通報する。
   理事長に連絡する。

3. 園内のすべてを施錠する。
4. 保護者におがスマにて出没を知らせる。
（迎えの依頼、送迎の方法、翌日の保育等について）

5. 近隣施設（小学校や地区センター）に知らせる。

石巻専修大学 人間学部 人間教育学科

3年 亀井響花さん

10/20日（月）～１１/１７日（月）

保育教諭・栄養士等の資格取得のための実習
生を受け入れます。
実習生の受け入れは、理論と実践の関係を学
ぶと共に職業についての理解を深めるための重
要な役割を担っていると考えます。
お子さんの安全と感染症対策を十分にとりな
がら実施いたしますので、どうぞご理解ください。

泰八林業 社長 菅原竜太様より、
熊スプレーとゴーグルと軍手などを頂戴しました。

１０月２９日（水）避難訓練
みかん②組のコンセントからの出火 延焼を

想定して、地区センター体育館まで避難をしました

今回初めて、保護者の皆様には、おがスマで火災発生と避
難場所についての送信をしました。
１０時０２分に送信すると、午前中のうちには、ほぼ確認をし
て頂きました。
もし、本当の火災や災害で避難した場合には、未読の方に
は、担任から電話連絡を致します。
お知らせは、早めに確認して頂きますようにお願いします。

お知らせ 教育実習生を
受け入れています

現在、事務室内の玄関前に置いております。ありがとうこざいました。



保護者の皆様へ 

 私たちが伝えたい「７つのメッセージ」ぜひご覧ください。 

５．子ども同士の関わりが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 乳幼児期の心の発達には、愛着の形成が大切です。ここで言う「愛着」とは、簡単に言え 

ば 子どもと保護者や保育者、他の友だちとの間に生まれる心の絆です。愛着が形成されてい

くと、子どもたちの人間に対する基本的信頼感が育まれ、その後の心の発達、人間関係に大 

きく影響します。 

 大好きなパパやママからたくさんの愛情を受けることはもちろんですが、子どもたちをと 

りまく多くの大人との愛着形成ができると、次は子ども同士の信頼関係が形成されるように 

なります。結果的に、「他者と一緒にいることが楽しい」と感じるようになります。 

子どもたちの発達には、大人との愛着形成は大事です。同様に、子ども同士の信頼関係づ 

くりや関わりが大切です。例えば、ダンボールで基地遊びを行っている時には「どうやって 

作る？」「何がいる？」など、たくさんの会話が飛び交います。もちろん意見が合わず言い合 

いになることも。けれども、それを解決するのも子どもたちの力です。「ここを持って！」「大 

丈夫！」「できた！」と言いながら、子ども同士でお互いを認め合い、作り出す力が自然に形 

成されます。 

乳幼児期は、特に子どもの発達に差がある時期です。大人の話をすぐに理解できる子ども 

もいれば、理解が難しい子どももいます。子どもたちは、できなくても、隣にいる友だちの 

姿を見ながら真似をしてみることで理解していきます。「わからない」なんて言わなくても、 

友だちが一緒になって行動し、考えてくれるのです。発達段階において子ども同士の関わり 

は、大きな意義があります。 

 

また、子どもたちは、言語が異なり、言葉が通じない国の子どもたちと、会話がなくても 

手をつないで遊んだり、笑ったり、大人ではできない特別なコミュニケーション力も持って 

います。子どもたちには互いに育ち合う不思議な力があるのです。 

  子どもたちが、これから豊かなコミュニケーション力を高め、お互いを尊重し、多様性を 

認めながら成長するためにも、子ども同士の関わりが大切だと考えます。  

 公益財団法人 全国私立保育連盟



月 火 水 木 金 土

1

3

文化の日

4

身体測定
（３、４、５歳児）

個別面談（0歳児）

5

身体測定

（０、１、２歳児）
個別面談（0歳児）

6

職員会議

7

個別面談（0歳児）

8
なつた世代ふれあい祭り

きいろ組竹ばやし披露

手作り弁当

10
実習生巡回指導

11

防火パレード

職場感謝訪問
避難訓練（午後）

12

本部会議

13
ミニミニ発表会
（１歳児）

14
ミニミニ発表会
（２歳児）

15

17
実習生反省会

18

なかよし集会
（南都田小１年生との交流会）

職員会議

19

法人指導監査

20

誕生会
いちこみるく来園

21

園内研
佐藤教授来園

22

手作り弁当

24

振替休日

25 26
子育て支援部門
運営会議

（いさわこども園）

27

職員会議

28
やまゆり塾総合コース

閉講式・成果発表

29

1 1 月 の 予 定

お知らせ
なつた世代ふれあい祭り
第２部において
みどり組（４歳児）
「よさこいソーラン」を

披露します

11/9(土)第２回なつた世代ふれあい祭り
第１部12時から 於南都田地区センター
第２部15時から 於南都田小学校体育館

詳しくは、先日配付のプリントをご覧く
ださい。

「サツマイモが採れました！」

10/2３(木) ５歳児（きいろ組） 親子バス遠足 於 花巻広域公園



カメラ
スケッチ

きいろ組(５歳児)遠足「あれ、何かな？」
きいろ組(５歳児) 遠遠足に出発！

「トトロいる！」

給食担当職員がコキアでトトロを作りました。
風に揺れると、歩いているみたいに見えるんです。

みかん①組(１歳児) 「これは？」「さわってみる？」
「つかまえる？」じーとしているトンボを見つけた３人。この後
そーと手を伸ばして、触ってみようとがんばりました。

あか組(２歳児) お絵描き、楽しいね！

あか組(２歳児)
出発！
お買い物に
行ってくる

みどり組(４歳児) 遠足で大発見！

みどり組(４歳児) 神社でお願いをしました。
「おねがいします。叶いますように」

みるく組(０歳児) 園庭散歩に出発！

きいろ組(５歳児) 大きなさつまいもを掘りました。
みるく組(０歳児) 園庭を散歩しました

もも組(３歳児) １０月の誕生会
「おめでとうこざいます」 にこっ！

みかん②組組(１歳児)
「大きいね！」「これ何かな？

みるく組(０歳児) ２人で乗ったの
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